
    
      
        
      
    

  









当ファイルは、モバイル二次元ドリーム『戦国戦姫 風林火山』に基づいて作成しております。




※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。





登場人物紹介




葉山 はやま凛りん

女だてらに黒い甲冑に身を包む、女武者。普段は仲間を思う優しい女性だが、戦では鬼神の如き強さを誇る。気高く、真面目な性格で、いまだ処女である。




武田 たけだ晴信はるのぶ

凛の守る戸石城を攻める、戦国最強の甲斐武田軍を率いる武将。色を好み、人のみならずありとあらゆる生物をも犯すという変態的嗜好を持つという。







			　天文十九年（一五五〇年）九月──。

			　木々が生茂る険しい山中に建てられた戸石といし城に、五百名ほどの兵が詰めていた。兵達は自ら槍を握り、いつでも打って出られるほどに殺気立っている。

			　そんな彼らの気を背中に受けながら、櫓に立つ一人の武者が城外を見つめていた。

			　どちらかといえば小柄な身体に黒い甲冑を身に着けている。全身を鎖帷子で包み隠し、籠手や脛当、胴によって隙間なく完全武装していた。鎧の下には白い着物を身に着けているが、まったく見えない。頭には兜を被り、顔も面頬で隠されている。ただ、面の下に見える瞳は、どこか優しげな光を湛えていた。

			　武者はゆっくりと兜を外す。すると、今まで隠されていた長く、艶やかな黒髪が外界に開放されフワリと舞った。次に面頬を外す。

			　開放された顔は、まるで人形のようだった。少し吊り上がった独特な瞳。スッと通った鼻筋と艶やかな唇が、絶妙なバランスを保っている。

			　それは少女だった。

			　葉山はやま凛りん──それが彼女の名である。

			　凛の眼前には、城を取り囲む大軍が見えた。その数凡そ七千。戦国最強とまで謳われた甲斐かい武田たけだの軍団である。

			　七千対五百──誰の目にも勝敗は明らかだった。

			　だが、甲冑少女は口元に笑みを浮かべると、殺気立つ味方兵へと振り返り、ドンッと槍で思いっきり櫓の床を叩いた。

			「武田の兵が何するものか！　いいか、我々は誇り高き信濃しなの武士である！　上田原うえだはらでの合戦を思い出せ！　あの時も我々は奴らを粉微塵に撃ち砕いてやったではないか！　今こそ再び、奴らに我らの強さを思い知らせてやるのだ！　城を守りきりさえすれば、我らは必ず勝てる！　よいかっ！」

			　山々に響き渡る声で、兵達を怒鳴りつける。

			「おーっ！」

			　兵達は少女に応えるように、槍を振り上げ気勢を上げた。

			　戦端が開いたのは直後の事である。

			　武田軍は横田備中守高松よこたびっちゅうのもりたかとしを指揮官に、次々と城に取りついて来た。数だけでいえば圧倒的である。

			　城は山中の要害にあり、敵は砥石のような崖を登ってこなければ城内に突入する事はできない。城方は敵に対して石を落としたり、熱湯をかけたりして対応した。しかし、所詮は多勢に無勢であり、何名かの侵入を許してしまう。

			　ここからが凛の仕事だった。

			「侵入者は私に任せろ！　皆は城壁を登ってくる連中を何とかすればいい！」

			　といって怒鳴ると、激しく槍を振り回しながら、侵入した敵兵に向かっていった。兜も面頬も着けていない。部下の数人が彼女を制止しようとしたが、声を振り払い、ただ敵だけを少女は睨みつけていた。

			「女だと？」

			　侵入者は嘲るような声を上げる。だが、次の瞬間には敵の喉元に槍が突き立てられていた。刃が引き抜かれると血が噴き上がり、凛の鎧を赤く染める。

			「悪いな……私をその辺の女と思うなよ。死ぬぞ」

			　返り血で顔を染めながら、静かに告げた。

			　ゾクリとするほど冷たく、感情が篭っていない声に残った侵入者達の顔が青ざめる。だが、彼らとて歴戦の武士であり、すぐに太刀を引き抜くと凛に向かって来た。

			　三人の男が同時に刃を振り上げる。瞬間、少女は槍を振るった。

			　一人の刀を柄で払うと同時に、刃でもう一人の首を切り裂き、残った最後の刀を紙一重で避ける。更に敵が次の行動に移るよりも早く、槍を捨てると太刀を抜き、一人の面に刃を叩きつけた。

			　戦場に咲く花のような鬼。

			「き、貴様っ！」

			　残った一人は声を震わせたが、槍によってはね飛ばされた為に、その手に太刀はない。

			「……これが戦だ」

			　丸腰の敵──しかし、少女は何の躊躇もする事なく刃を振るった。

			


			　戦いは日が落ちるまで続いた。

			　凛の全身は血で真っ赤に染まり、兵達も疲れきった様子で城中のあちこちにへたり込んでいる。

			（まだだ……まだ、始まったばかりだ）

			　そんな仲間の様子を見つめながら少女は奥歯を噛み締めた。

			（……殿）

			　そして本来の城主の姿を思い浮かべる。

			　村上義清むらかみよしきよ──それが彼女の仕える城主の名だ。北信濃一帯の国人衆の代表であり、常勝不敗だった武田軍に一度ではあるが唯一勝利を収めた者である。

			　凛はそんな義清を尊敬し、誰よりも信頼していた。

			　だからこそ、

			（ここで負ける事は許されない……）

			　と心に刻みつける。

			　この篭城戦は、村上家にとっては生き残る為の危険な賭けであった。

			　北信濃を守る上で、前線基地である戸石城を武田に取られるわけにはいかない。しかし、数の上では勝ち目など万に一つもない。そこで義清が出した策は、危険な奇襲戦だった。

			　戦力差から考えれば、篭城戦以外考えられない状況である。野戦を挑めば勝ち目などある筈がなく、城が要害にある事だけを頼りに戦う策だ。当然武田も同じ事を考えるだろう。義清はその裏をつき、城を脱し、敵軍の裏手に回り奇襲しようと提案したのである。上手くいけば巨大な戦力差も覆す事ができる策。しかし、軍を率いて敵に気づかれずに裏手に回るには、数日から数十日、下手すれば一月もかけて慎重に行軍しなければならない。その間に守りが手薄になった城が落ちてしまえば、それですべては終わりである。

			　諸将は当然反対した。だが、その中で唯一凛だけがその策に賛成した。

			「殿が攻撃を開始するまで、私が必ず城を守って御覧に入れます！」

			　女の身でありながら武士として戦場に出られるのは、すべて義清が信頼してくれたからこそである。

			（その恩を今こそ返す時）

			　だからこそ負けられないのだ。

			


			　翌日からの戦闘も凄惨極まるものとなった。

			　確かに守備に徹すればいい城方の方が被害は少なく、敵には夥しい犠牲が出ている。しかし、倒しても倒しても敵の数は減らず、味方には疲労ばかりが蓄積していった。

			「倒れるな！　必ず味方は来る！　我々が負けてどうする？　思い出せ、奴らの残忍さを」

			　城の兵達のほとんどは、凛も含めて武田軍に肉親を殺された者ばかりである。

			　少女の叱咤に士気を上げ、崖を登る敵を次々と落としていった。

			　しかし、この防衛戦も二十日を超える。

			　未だ義清の本軍は到着せず、城方の気力も体力も限界に達しようとしていた。

			「不味いな」

			　凛は数名の側近と共に、夜半の敵の動きを観察しながら呻くように呟く。

			「不味いとは？」

			　最も信頼する家臣である雨宮あまみやが首を傾げた。今はなき凛の父に仕えていた武士であり、彼女の事を姫と呼んでいつも心配してくれている。ただ、武士となった以上姫などとは正直呼ばれたくはなかった。そんな彼に対して溜め息をつくと、刃が血に染まった自分の槍に視線を移す。

			「……はっきり言うが、後一回敵の総攻撃を受ければ城は落ちる。もう皆限界だ。ただ馬鹿みたいに敵は城に取りついて来るだけだっていうのに……」

			　数の差が痛い。

			　凛自身はまだまだ戦えるが、一人の力など戦場ではタカが知れている。

			「だ、だからといって降伏など！」

			「もちろん、私だってそれは分かっている。父上と母上を武田には殺された。奴らに降伏するくらいなら死を選ぶ」

			　そう、城の人間は誰一人として降伏など選ばない。痛いほどに分かっていた。だが、それは城兵全滅を意味している。

			　自分が死ぬ覚悟はできているが、家臣の命まで巻き込む事など考えられなかった。それに、ここで全滅してしまえば、奇襲部隊も返り討ちにあう事は明白である。

			（それだけは避けないといけない）

			　ではどうするのか？　と考えた時、凛は一つの策を思いついた。

			　賭けに近い考えであり、正直そんな事はしたくない。だが、今考えうる唯一の城を守る方法である。

			「……私は……敵に投降する」

			　答えを口に出した途端、雨宮達の視線が凍りついた。あまりに皆が驚くので、何だか笑える。

			「と、投降するって……だ、だってついさっき降伏するくらいなら死を……」

			　確かにそう口に出した。

			「だがな、私が死ぬのは構わんが、お前達を死なすわけにはいかない。ここで城が落ちるという事は、殿の死にも繋がる。だったら……私が直接武田……武田晴信たけだはるのぶの前に出て、少しでも時間を稼ぐ」

			　武田晴信──武田家の当主であり、戦の天才としてその名を全国に轟かせている。だが、名将という以上に、彼の名を全国に知らしめているものがあった。

			「そ、そんな馬鹿な！　姫だって武田晴信の噂は知っている筈です。や、奴は誰もが知る変態中の変態ですぞ！　か、甲斐の人間で奴に手を出されていない人間はいないといいます。いや、人間のみならず、軍馬はもちろん、犬畜生までありとあらゆる生物に色欲を覚えるという……か、考えただけでもおぞましい相手です」

			　男も女も関係がないどころか、人間であるかどうかすらも関係がない。武田が甲斐を出て領土拡大に乗り出したのも、晴信の色欲を満足させる為だともいう。当然凛もその噂は知っていた。

			「……姫と呼ぶなといってるだろ……私だってもちろんその噂は知っている。いや、知っているからこそ、投降を思いついたんだ」

			　つまり、敵の前に出て行けば必ず晴信は手を出してくる。その間は城に対する攻撃も止まるだろうという考えだ。

			　もちろん好きでこんな事をしたいわけではない。未だ男を知らぬ身で、敵に身を任せるくらいなら、城を枕に討死した方がマシだとも思う。

			（だが、皆を死なす事はできない）

			　こうして、家臣達の必死の制止を振り切り城を出た。

			


			「ほほう、お前が葉山凛……戦鬼、いや戦姫とまで呼ばれる戦場の花か。くく、確かに美しい。俺が今まで見てきた女の中でも極上だな」

			　夜半敵陣へと出頭した凛の姿を見つめ、一人の男がニヤニヤと笑った。全身を赤い甲冑で覆っているものの、身体の線が細く、一見しただけでは頼りなげな印象を覚えるだろう。だが、実際に目の前にすると、身体が震え出すのではないかと思うほどの圧迫感を感じた。

			（こいつが……武田大膳大夫晴信たけだだいぜんのだいふはるのぶ）

			　少女は甲冑を身につけたまま跪き、俯きながら気づかれないようにして、晴信を鋭い目つきで睨みつける。彼女の両脇で跪いている雨宮を含む数名の家臣も、同様に敵を睨んでいた。彼らはどうしても凛を一人で敵のもとへ行かせるわけにはいかないと、無理矢理ついて来たのである。

			「しかし、正直驚いたな。ここまで篭城し、我が軍の攻撃を耐え続けてきた者が、こうも簡単に降伏をしてくるとは……正直信じられん」

			「な、何を……わ、私の気持ちに偽りはありません。城内の兵達には既に士気はなく、これ以上戦えば全滅は必至……私は城代として、彼らの命を無駄に散らせまいと……」

			　決して晴信の顔は見ないで告げると、突然晴信が辺り一帯に響き渡る笑い声を上げた。

			「確かに戦姫殿がいう事は利には適っている。だが、俺からすればあまりに簡単過ぎるんだよ。いいかな？　人というのは言わせてもらえば感情の生き物だ。これまで必死になって戦ってきた相手に簡単に降伏などできるものではない。特に戦姫殿達は前に俺が攻め滅ぼしてやった志賀しが城の生き残り……何か罠かと疑ってもおかしくないとは思うがね。弾正忠もそう思うだろ」

			　脇に立つ軍師に声をかける。すると弾正忠──真田幸隆さなだゆきつなは、

			「御意。真にもってその通りです。このまま我々が城に入った途端、騙し討ちなどされては堪りません」

			　と頷いた。

			「と、言うわけだよ。そうだな、本気で降伏するつもりなら、その思いを証明してもらいたいな」

			　こちらを見下すような笑みを浮かべながら、晴信が笑う。が、凛にはここまでは予想していた通りの展開だった。逆にもしここで城に入るなどと言い出されれば、その時点ですべては終わっていたところである。

			（ここからだ）

			　ゴクリと息を飲む。

			「証明……で、では……な、何をすれば信じてもらえるのですか？」

			　訊ねると、晴信は笑いながらパンパンと手を叩いた。

			　すると武田家臣の一人が、全身艶やかな筋肉に覆われた一頭の馬を連れてくる。精悍な顔立ちのその馬は、武士であれば一度でいいから乗ってみたいと思えるほど見事だった。一瞬凛も心奪われる。

			「どうだ、見事だろ？　俺の愛馬の黒雲くろくもだ。どこに行くにもこやつの背に乗らなければ落ち着かない。だが、今回の戦いが長引いてしまった為に、どうにも欲求不満が溜まってしまっているようなんだよ。しかも、残念な事に今回は適当な牝馬を連れて来ていない。苦しんでいるこいつを見るとどうにも苦しくてな」

			　一旦言葉を止めると、意味深に敵大将は笑う。

			「そこで戦姫殿にお頼みしたいのだが、黒雲の欲求を解消してやってはくれないか？　馬というものは可哀想なんだよ。人と違って自分で欲求を解消する事ができないからな」

			　クククッと晴信は笑った。

			（欲求解消？）

			　しかし、すぐには言葉の意味を理解できない。人間相手の事態はある程度想定していたが、馬を相手に欲求などといわれても、何が溜まっているのか自体が分からない。

			　そんな凛の疑問は晴信にも伝わったらしく、彼は自分の愛馬を指差した。真っ直ぐ向けられる人差し指に釣られるように視線を向けると、そこは馬の股間だった。

			　巨大な身体の下ではあるが、はっきりと確認する事ができるほど、はっきりと勃起した肉棒が確認できる。

			「……嘘」

			　呆然と、思わず呟いてしまう。

			「嘘ではない。分かるな？」

			　晴信はそれ以上の言葉をいわず、ただ嬉しげに笑う。

			「──貴様っ！」

			　瞬間、顔を怒りに染めた雨宮が刀を抜こうとした。

			「ま、待て！」

			　慌ててその動きを制止する。

			「し、しかし……」

			　凛に腕を掴まれながら、彼は今にも泣きそうな表情を浮かべた。少女はそんな家臣に対して、首を横に振る。

			「私は大丈夫……覚悟していた事だ。いいか、これはすべて城の皆と、殿の為だ」

			　雨宮を安心させるように笑い立ち上がると、肉棒を勃起させたまま激しく鼻を鳴らす黒雲のもとへと近づいていった。

			　しかし、いざ目の前にすると当然躊躇が生まれる。

			（こ、こんなものどうすれば……）

			　凶悪で醜悪な肉棒。馬の横にしゃがみ込んでそれを見るが、どうすればいいかなんて分からない。大体人間のモノだってはっきり見た事はないのだ。

			　人の手には余るほど大きく、鼻を刺激する臭いが先端から漂っている。決していい匂いとはいい難く、一言でいえば臭かった。

			「何をしているのかな？　ただ見ているだけじゃ黒雲が可哀想だろ。それとも何か、やはり投降など嘘という事かな？」

			「そ、そんな事は……」

			　慌てながら、必死になって考える。

			（こんな時どうすればいいって皆話していたっけ？）

			　父の死後、仇を討つ為に戦場に立ってきたけれど、凛だって年頃の少女だ。女の友人だって大勢いるし、そのほとんどは既に結婚している。そんな友人達から話を聞いて、知識だけはそれなりにあった。

			　とはいえそれは人間相手の知識である。

			（でも、やるしかない）

			　自分に言い聞かせるようにして頷くと、恐る恐る手を伸ばした。

			　籠手を着けたまま肉棒に触れる。片手では握る事ができないほど巨大なそれの硬さは、籠手の上からでもはっきり分かった。

			　同時に黒雲も息を荒げる。だが、こういった行為に慣れているのか、無理に暴れるような事はなかった。興奮しつつも奉仕を待っている馬の姿に、戦慄を覚える。

			（た、武田はずっとこんな事を繰り返してきたのか……）

			　分かってはいたものの、屈辱感で身体が震えた。

			　だが、逆らう事はできない。凛は持っている知識を総動員すると、握った馬棒を両手で扱しごき始めた。

			　別に特別な技術を持っているわけではない。シコシコと肉茎から亀頭へ、一定の動きを繰り返すだけだ。それだけでも、恥ずかしさで顔が真っ赤に染まる。

			「駄目だ。まるで駄目だ」

			　少女はどこまでも必死だった。だが、変態大名はそれを嘲笑う。

			「だ、駄目とは……わ、私はちゃんと……」

			「ちゃんと何だ？　はっきりいうがなぁ、この世とは結果こそがすべてなんだよ。勝つか負けるか二つに一つ。勝てなければ何の意味もないわけだ。ほら見ろ黒雲の顔を！　何て苦しげだ！　何て悲しげだ！　折角欲求不満を解決できるかと思ったのに、戦姫殿の奉仕はまるで御飯事おままごと。逆に苦しみが増しているだけではないか！」

			「く、苦しみって……」

			　晴信の理不尽さに怒りを覚えながら黒雲の顔を見る。正直馬の表情などよく分からないが、確かに言葉通りどこか不満そうに見えた。鼻息も先程より荒くなり、いつ暴れだしてもおかしくないように見える。

			　だからといって、何をすればよいのか分からない。思わず助けを求めるような視線を、家臣達に向ける。だが、雨宮達は俯き、誰も凛の事を見ていなかった。時折震える肩で、彼らが泣いている事が分かる。

			「分からないなら俺を見ろ」

			　すると晴信自らが助け舟を出すように少女を呼ぶと、口を思いっきり開いてみせた。ただそれだけの行為である。けれど、彼が何を伝えたいのかはよく分かった。

			（こんな、こんなものを口に咥えろというのか？）

			　できる筈がない。最初に浮かんだ感想はそれである。

			　獣臭を漂わせながら、ビクビクと痙攣し下腹に張りつかんばかりの勢いで勃起している肉棒。凛の小さな口で咥えるにはあまりにも大き過ぎる。

			（殿……私は……）

			　しかし、できないで済ませられる話ではない。

			　少女は覚悟を決めると黒雲の身体の下に入り込み、躊躇いつつも馬の肉頭に口づけし、割れ目に舌を這わせた。

			「ん……に、苦い……」

			　とてもではないが美味しく味わえるモノではない。舌先から口腔に苦味が広がり、眉根に皺を寄せる。更に鼻をつく臭いが身体を包んでいった。

			　が、嫌がる凛とは裏腹に黒雲は嬉しそうにヒヒーンと嘶く。そして更なる快楽を欲するように、突然腰を突き出してきた。

			「んごっ！　もごぅっ！」

			　いきなりの行動に抵抗する間もなく、唇を割って肉棒が口腔内に侵入してくる。だが、あまりにも巨大過ぎる為、今にも顎が外れるのではないかと思うほど、少女の口は無理矢理開かれてしまった。

			　喉奥まで侵入してきた馬棒。息が詰まり、苦しみで凛の瞳に涙が浮かぶ。

			（や……だ……くっるし、息、息が……）

			　苦しみでもごもごと口を動かす。肉棒の侵入を食い止めようと、舌を動かして肉先を押し戻そうとした。だが、その程度では巨大な勃起は止まらない。それどころか、動く舌で刺激を受けてしまったらしく、黒雲は喜びの声を上げて腰を前後に振り始めた。

			「くもぅ！　ふむっ、ふむっ、もひぃ！」

			　ズコズコと馬はまるで容赦してくれない。獣の本能を丸出しに、口腔を激しく陵辱してくる。自然、口の中には唾液が溢れてきた。潤滑をよくする事で、苦しみを和らげようと本能が働いたのだろう。

			　ジュグ、グジュルゥ、ジュブ、ボチュゥ……。

			　肉棒が前後する度に、湿り気を帯びたいやらしい音が口から漏れる。口腔から肉棒が引き抜かれると、唇が捲り上がり情けない顔を晒してしまう。更にヌラヌラと勃起を濡らした唾液が、口端から流れて凛の顔を汚す。

			　甲冑少女は無様なまでに無力だった。玩具のように顔を前後に振られる。

			（こんな……苦しい、臭い……）

			　本来ならばたとえ相手が軍馬であったとしても、刀を抜いて斬殺してやりたい。晴信に駆け寄って、首を刎ねてやりたい。

			　だが、それでは駄目なのだ。たとえこの場で晴信を殺しても、城は必ず落ちる。復讐に燃える武田軍に、村上勢は為す術もなく無惨に皆殺しにされるだけだろう。それだけは耐えられない。たとえ自分が死んだとしても、仲間には死んで欲しくなかった。

			　だからこそ、為されるがままに耐え続ける。

			「おいおい、情けないなあ。これが戦姫なんて呼ばれるものの姿か？　ほら、君達も見ろ。自分達のお姫様が、馬のマラを咥えている様を！」

			　げらげらと晴信は笑う。その実、冗談のような言葉は本気であり、武田家臣の一人が凛に向けて弓を引いた。雨宮達に姫を見なければ殺す──と無言で伝える。

			「ぐ……姫、申しわけありません」

			　彼らは屈辱に表情を歪めながら、いいように馬に扱われる凛へと視線を向けてきた。

			（見てる？　やだ……皆が見てる）

			　背中に視線を感じた。幼い頃から家族のように暮らしてきた家臣に、人として最も情けない姿を見られている。

			　皆自分を軽蔑するだろうか？　こんな無様な自分を嫌ったりしないだろうか？

			　嫌われて、見捨てられても仕方がない事をしている自分。瞳に浮かんだ涙が、そのまま流れ落ちそうになった。

			　馬棒が突然膨張したのはその瞬間である。

			「ごもっ！」

			　更に喉奥へと肉棒を突き込まれた。

			　ドビュッ、ドビュッビュッ！　ブビュルゥゥゥッ！

			　瞬間、勃起が激しく痙攣を繰り返し、大量の精液が口腔内に発射された。

			「もごっ！　んぐふぅっ！」

			（な、何これ？　お、オシッコ!?）

			　人を遥かに越える射精量。一瞬で馬の白濁液は少女の口腔内いっぱいに広がる。

			「んふっ！　くもあっ！　んんんんんん！」

			　息が詰まる。酸素を求め、少女は無意識の内に喉を動かし、精液を飲み込もうとした。喉奥に絡まりながら、熱を持った液体が体内に流れ込んでくる。

			「んぐ、んぐっ！　ふひっ！　あ、あふ……」

			（熱い！　何だ！　熱い！）

			　胃に流れ込んでくる液体は火傷しそうなほどに熱い。しかも半端ではない射精量で、飲み続けるのも限界に達していた。ずるりと口腔から肉棒が引き抜かれる。

			「んぷっ！　おえ、おえぇ！　にが、苦い……うえっ！　臭い！」

			　勃起の蓋が外れた途端、甲冑少女は口から大量の白濁液を吐き出した。ぼたぼた落ちる液が、鎧を汚す。口から顎、顎から鎧へと糸を引きながら流れ落ちていく様は、凛自身とても汚らしいものだと感じた。

			　しかも、黒雲の肉棒は射精したばかりだというのに、未だ隆々と勃たち上がっている。

			「な、何故？」

			　呆然と呟くと、再び晴信が高笑いを上げた。

			「馬っていうのは射精は早いが、量が多くてな。何度も射精さないとすっきりしないんだよ。と、いうわけでよろしく頼むよ」

			　彼の言葉は、少女を絶望させるには十分過ぎるものだった。

			


			　ブビュッ！　ドッビュルゥゥッ！

			　新たな射精が凛の全身に降り注ぐ。

			「ひゅあっ！　熱い、火傷するっ！」

			　馬に対する屈辱的な奉仕が始まってから、一体どれだけの時間が過ぎたのか分からない。月の位置から今が真夜中である事くらいしか分からなかった。

			　既に少女の身体は全身白濁液に塗れ、汚されていない場所を探す方が難しい。黒い鎧には白い染みができている。口奉仕をし過ぎた為か、小さな口は半開きのまま閉じてくれない。それどころか、時々ごぼごぼと喉奥から精液が吐き出された。

			「ふぁあああ……」

			　時折口からは情けない声が上がる。瞳はとろんと落ち、意識が僅かに飛んでいるように感じられた。

			「なかなかよく頑張った。黒雲も満足しただろう。俺も戦姫殿がこれだけ頑張ってくれるとは思わなかった。正直感動したよ。だが、まだ君達を信じる事はできない。なんたって身体そのものを捧げたわけではないからな」

			　晴信は笑うと、ゆっくり立ち上がった。そして地面に転がる凛の手を取り、立ち上がらせる。

			　凛はふらつきながらも何とか意識を取り戻すと、

			「こ、今度は何を……」

			　と静かに問いかける。

			　すると晴信は無言で真田幸隆に目配せした。

			「御意」

			　それだけで何かを察した軍師は頷くと、手で印を組んだ。すると凛の立つ地面が光を放ち、少女の身体を包み込んだ。

			「な、何だ！」

			　光の中で顔を庇う。だが、それからいくら待ってもそれ以上の変化は起こらず、やがて光も消えていった。

			（い、一体何を？）

			　敵の行動の意図が分からないまま、顔を庇っていた手を離す。そこで、何が起こったのか少女は理解した。

			　胴と籠手、脛当以外に身に着けていたものがすべて消えてしまっている。素肌に鎧の冷たい感触が直接伝わってきた。黒い鎧に、月の明かりで光る白い肌が艶かしい。肉づきのいい太股が腰回りの佩はい楯だてから伸び、衆目に晒される。ただ脛当だけ身に着けている姿は、男達の目を惹きつけた。籠手だけを着けた細く白い腕で慌てて身体を隠す。

			「え？　どうして？」

			「簡単な事だ。弾正忠は我が軍の軍師であると同時に、呪術師でもあってね」

			　疑問の声を上げると、変態大名は得意げに説明しながら、凛の身体を突然突き飛ばした。ただでさえ先程の奉仕で全身から力が抜けている上、不意を突かれた少女は簡単に家臣達の前に倒れる。

			「姫！」

			　倒れた主人に慌てて雨宮が駆け寄ろうとするのだが、その動きは晴信によって引き止められた。

			「お前達は動くな。いいか、今はまだお前達は見ているだけだ。そこにイヌのように座って、姫様が女になるところを見ているんだ」

			　女になるという言葉。

			　凛にはその意味が分からなかった。だが、敵当主は言葉よりも分かり易く答えを示してみせる。彼は、惜しげもなく自らの肉棒を晒した。

			　赤黒く、痙攣を繰り返す肉棒。肉茎には青筋が立ち、下腹に張りつきそうなほどに、隆々としている。それは黒雲よりも巨大なモノだった。同時に敵の全身から異様な気配が発せられ、甲冑少女の身体を包んでくる。

			「さあ、どうだ？」

			　恐ろしいまでに静かな口調で晴信は笑った。途端に、少女の心に恐怖が生まれる。

			（あ、あれが……あれが私に……）

			　想像もできない。

			　ただ奉仕するだけだった馬のものとは違う。このままでいれば、間違いなく自分の純潔は奪われる事になるだろう。

			　そう考えると、恐ろしさが湧き上がってきた。覚悟はしていた筈である。だが、いざその時になってみると、心に浮かんでくるのは恐ろしさばかりだった。

			　地面に倒れた凛の身体は、恐怖でがくがくと震え出す。

			（わ、私は……ほ、誇り高き……も、もの……武士だ……）

			　必死になって自分に言い聞かせる。

			　一体この程度の事が何だというのだ。何も死ぬわけではない。これは勝利する為の行為なのだ。耐えきりさえすれば、必ず別働隊が敵を蹴散らしてくれる。だから屈辱などほんの一瞬の出来事でしかない。

			「さて、では腰を突き出してもらおうか。イヌのような無様な姿がいい」

			　少女は唇を血が出るのではと思うほど力強く噛むと、晴信にいわれるがまま腰を突き上げた。イヌのような四つん這い。目の前には雨宮達が座っている。彼らは、涙を流しながらこちらを見ていた。

			「……大丈夫だ」

			　泣いている姿。幼い頃からいつも一緒にいたけれど、こんな姿は一度も見た事がない。

			　もちろん恐怖はあった。でも、それ以上に彼らのそんな姿を見ていたくはない。だからだろうか、凛は彼らを安心させるように自然と笑っていた。

			　晴信が行動を開始したのは、直後の事である。

			　何も身に着けていない甲冑下。敵に向かって突き出された、少女の薄い繁みに隠された秘所は、しっとりと僅かではあるが濡れている。だが、未だ男を知らない純潔地の花弁はピッタリと閉じていた。

			　しかし、敵は前戯など何もなしに、容赦なく亀頭を媚肉に添えてくる。

			「始めは痛いだろうが、すぐによくなる」

			　耳元でぼそりと呟いた瞬間、晴信は腰を突き出してきた。

			「んぎっ！　ぐひぁああぁぎひぃいぃ！」

			　無理矢理肉が引き割られ、巨大な肉棒がミチミチと少女の肉を拡張していく。未だ男を迎え入れる準備が為されていなかった膣は、肉茎に擦り上げられ、痛みが身体中に走った。口からは悲鳴が上がる。

			「い、痛い！　痛いぃ！　やめ、やめへ！　こわ、壊れる！　壊れるぅ！」

			　凛はこれ以上の激痛から逃れようと、地面を掻いて進んでくる肉棒から逃れようともがいた。だが、それ以上の力で腰を押さえつけられている。しかも晴信は彼女を何ら気遣うこともなく、更に腰を進めた。

			　ミチッ！　ミヂヂヂヂ……ブヂッ！　ブヂヂィッ！

			　やがて少女の純潔に男根が触れ、一瞬で突き破られた。

			「ひひゃぁあああぁああ！」

			　キュッキュッと凛の背中が反り返る。視界が明滅し、身体を支えていた両腕から力が抜けていった。

			　上半身が地面に崩れ落ちる。

			　やがて子宮口に勃起が辿り着いた。胎内に初めて感じる異物。少女の肉壁はそれを排除しようとしているのか、激しく締めつける。

			「さて、では早速行くぞ。我が風林火山を！」

			　痛みで身体を震わせている凛を嬉しそうに見つめる晴信が告げると、挿入された肉棒が急激に膨張し、いきなり射精した。

			　ドビュッ！　ドッビュドッビュドッビュ……ドビュゥッ！

			「ひうあっ！　はひ──でへ、でってる！　うあ、膣中なか、膣中なかに出てるぅっ！」

			　いきなりの射精。ビクビクと胎内で肉棒が痙攣しているのが分かる。膣中で大量に吐き出された精液が、すぐに子宮内を満たし、蜜壺中に広がっていった。あまりに白濁液の量が多く、拡張された肉孔からも漏れ出し、太股を伝って流れ落ちていく。

			「風林火山その一、疾きこと風の如し。そしてその二……静かなること林の如し」

			　グジュ、ズジュルゥ……。

			　射精の後に晴信は腰を動かし始めた。だが、その動きは恐ろしいほど緩慢である。ゆっくりと本当に静かな動きで、肉棒を蜜壺から引き抜いていった。

			「ふああっ！　うご、うごく……膣中で動いてる！」

			　大量に射精された精液が潤滑液となり、動かれる事で感じる痛みはなくなった。だが、代わりに別の感覚が生まれてくる。感じるものをなんと表現すればよいのか、凛には適切な言葉が思い浮かばないのだが、痛みとはまた違った方向で、否定したい感覚だった。

			　勃起が少しずつ動く度に、肉襞が捲り上げられていく。するとピリピリ痺れるような感覚が、伝わって来た。

			「な……なんだ？　何だこれ？　あひゅ……な、んあか……変な、変な感じが……」

			　じわりと全身から汗が噴出してくる。

			「俺は生まれつき男も女の関係なしに狂わせる事ができる体質でね。俺の子種は特別なんだよ」

			　と、晴信は親切に解説をすると、少女の首筋に舌を這わせた。そのまま腰をゆっくりと動かしつつ、チュウチュウうなじを吸ったかと思うと、鎧の隙間から内部へと唾液を流し入れ始めた。

			　鎧内部の素肌に唾液が纏わりついて来る。人が自分の口から垂れ流したとは思えないほどの量があり、肌を生暖かく包み込む。

			「え？　何で？　ふあ、気持ち悪い！　気持ち悪いのに！　ひぃっ！」

			　流し込まれた唾液は、まるで生物のようであった。自ら意思を持った生物のように唾液は動き出すと、肌の上を這い回り、胸などを締めつけて来る。乳首に纏わりつき、そこから身体の中へと入ってこようとまでしてきた。

			「最早俺の身体は人のそれではないのだよ。呪術による変化。物の怪に変わっているのかもしれないなぁ」

			　更に緩慢な肉棒の動きによって、白濁液が胎内に染み込んでいく。すると、それに比例するようにして、ある感覚が湧き上がってきた。

			（何この気持ち？　何でこんなに……もどかしい？　嘘だ！　そんな事、そんな事あるわけがない！）

			　だが、否定しても感覚は消えない。それどころかより強くなってくる。

			　ただひたすら緩慢に引き抜かれていく肉棒。何故もっと素早くやってくれないのだろうか？　などという考えが頭を過ぎる。

			（ち、違う！　私は何を考えているんだ！　いいか、これは城の為なんだ！　そうでなければ武田など……）

			　激しく突かれたいなどという願望は、即ち敵に屈するという事ではないのか？　こうして身体を捧げたとしても、心までは捧げない。それこそが大事なのだ。

			　雨宮達を見つめる。今にも噴出しそうなほどの怒りで顔を真っ赤にした家臣達。それでも彼らが耐えているのは、凛自身が耐え続けているからだ。そんな彼らを裏切る事などできない。

			　しかし、そんな彼女を嘲笑うように、晴信は次の段階へと進む。

			「ではその三……動かざること山の如し」

			　蜜壺からほぼ引き抜かれた肉棒。肉茎を自らの精液でギトギトに染めたそれは、亀頭だけを肉孔に突っ込んだ状態で動きを止めた。

			「え？　なん──」

			　思わず何でといいかけ、少女は慌てて言葉を止めた。それを口に出してしまったら、そこですべてが終わりである。

			　とはいえそんな凛の抵抗も、晴信には織り込み済みだった。

			「さて弾正忠よ。俺が何を言いたいのか分かるかな？」

			「御意」

			　真田は再び印を結び始める。

			　すると陣中で陵辱を見つめていた武田家臣達がざわめき始めた。彼らは皆顔を赤らめ、熱の篭った視線を向けてくる。

			「お、御屋形様……あ、あれをやるのでございますか」

			　晴信の近習らしき男が、嬉しげに声を上げる。息を荒げ、今にも飛びかかってきそうな様子だった。

			「源助げんすけよしばし待て。すぐにお前達にも楽しませてやるわ」

			　そんな彼に向かって向けられる言葉。源助と呼ばれた近習は、主人の言葉を受け、舐めるような視線で凛を見つめてくる。

			　武田家家臣ほぼすべてから向けられる興奮に、一体何が起こるのかと少女は恐怖した。答えが分かったのは、直後の事である。

			　再び法陣が地面で輝いたかと思うと、これまで感じた事のない初めての感覚が、凛の中に出現した。

			「な、何だ？　何をした？　うあ……ない筈の、ない筈のものを感じる。こんなの、こんなの私の身体にはない！」

			　その感覚とは、自分の身体にはない筈の肉棒が、肉襞に包まれているかのようなものである。何故かはっきりと男根であると分かる感覚。男根の先端は温かい蜜壺に沈んでおり、肉襞が一枚一枚絡んでくるのが分かった。牡を欲する牝の動き。思わず腰を動かそうとするのだが、腰は敵に押さえつけられている。

			　気が狂いそうなほど、もどかしい感覚だった。

			「どうだ。これぞ我が武田家に伝わる秘術よ。甲州流軍学ここに極まれり！　これはな、俺が感じている感覚を戦姫殿に直接繋げてやったのよ。分かるか？　つまりな、今お前が感じているのは、まさに俺の感覚というわけだ」

			　つまり、挿入いれられつつ、挿入いれる感覚を味わわされているという事。

			（そんな……そんな事……）

			　否定したかった。まるで自分が自分でなくなってしまうみたいに感じる。でも、感覚は現実のもので、否定しても消えてくれない。

			　確かにある筈のない肉棒が、感覚の中には存在しているのだ。しかも、挿入いれられたい気持ちと、挿入いれたい気持ちが混ざりあい、溶けあっている。

			　これほど辛い感覚は初めてだった。身体が強張り、ピクリピクリと震える。

			（挿入いれたい……でも……それじゃあ私は……）

			　敗北の文字が浮かんでくる。ここで挿入いれれば、すべてが終わり……。

			　ぐるぐると頭の中で思考が蠢かせていると、晴信が今まで押さえていた腰から手を離した。

			「さあ、風林火山その四、侵略すること火の如し──は、戦姫殿の仕事だ。何をすればいいか、分かるな？」

			　つまり動けといっている。

			　実際言われるまでもなく、すぐにでも腰を動かしたい衝動に駆られていた。

			　駄目だという気持ちと、すべてを忘れろという気持ち、その二つの気持ちが心の中で鬩せめぎあう。

			「わた……わた……私は……」

			　カチカチと歯が震えた。ガクガクと膝も震える。

			「何を躊躇う？　お前は降伏したんだろ？　それとも、やはり降伏というのは嘘という事かな？」

			「──あ」

			　たった一言。それが、少女にとっての免罪符だった。

			（そうだ……私は……城の為に、皆の為に、敵に逆らっちゃいけなかったんだ）

			　そして凛は自ら腰を振り、肉棒を膣中へと導いた。

			　ブジュンッ！

			　湿り気を帯びた音が辺りに響き渡るほど、激しい勢いで腰を叩きつける。佩楯がガシャリと揺れた。

			「ひゅおっ！　おほ……ふあ、あ、あぁああ……は、挿は入いった。わた、私の膣中に挿入はいって、わ、私が私に挿入はいってる！」

			　敵の精液が染み込み、ぽっかり穴が開いたようになっていた少女の女の部分。いつの間にか愛液まで分泌し、牡をずっと待ち続けていた。そこを巨大な肉棒が埋め尽くしていく。肉襞は侵入者を歓迎するように絡みついていき、命の種を搾り出そうと締め上げる。

			　これまで膣口でひたすら我慢を強いられてきた男の部分は、挿入する事で歓喜の悲鳴を上げ、それだけで射精しそうになる。

			「へ、あへ……な、何でぇ？　射精でそうなのに、何も射精でなひよ……」

			　だが、熱いものが肉茎から肉先に向かって駆け上がっているというのに、それが外に出てくれない。まるで途中で詰まってしまっているかのように、最後の一線が越えられなかった。

			「射精だせなくて当たり前だ。お前にとっては挿入の感覚は初めてかもしれないが、俺はもう何度も味わってきているんだぞ。いいか、俺が満足しない限り、永遠に子種は射精でない。いってる意味が分かるな？」

			「……は、はひ……」

			　考えるまでもない。凛は頷くと、燃え盛る炎のような勢いで腰を振り始めた。

			　四つん這いになったまま、突き込まれた肉棒で肉壁を擦り、子宮口を何度も叩く。男根はピストン運動に合わせて挿出入を繰り返した。肉棒が引き抜かれる度、肉襞が外側に捲れ上がっていく。

			　同時に、少女は自分自身を犯していた。絡まりつく肉を、引き裂き、乱暴に、力だけで陵辱する。相手が感じているかなんて気にしない、自分本位の前後運動。

			「ひゃだ！　そんな、そんなにつか、つかなひでぇ！　わ、わらっし、わらし……しむ、しんじゃふぅ！」

			　そして自分自身を制止しようとする。もう冷静な思考など存在していなかった。犯しながら犯される者。未だ身に着けたままの鎧の内部からは、流し込まれた唾液がぶちゅぶちゅと周囲に飛び散っている。

			「ああ、俺も早く挿入いれたい！」

			　武田家の者が涎を垂らさんばかりの勢いで、こちらを見、股間を押さえている。そんな家臣達の中には、凛に対して嫉妬の視線を向けている者もいた。何だか優越感すら覚える。

			「へひゃ……ふ、ふらひゃまひいでひょ……わ、わらしが、た、ちゃけだの子種をもらふんだぁ……」

			　激し過ぎる同時陵辱で、少女の呂律は完全に回らなくなっていた。

			　そのままふと視線を向けると、雨宮達が呆然としているのが目に入る。彼らは信じられないものを見るような表情を浮かべながらも、それと共に自分達の無力さを嘆いているようでもあった。

			　そんな彼らを見ていると、自然と瞳から涙がポロポロと零れる。でも、今の凛にはその理由が分からなかった。

			「そうだな。お前達も参加しろ。今なら戦姫殿が自らお前達のモノを扱き、咥えてくれるぞ！」

			　主従の間の一瞬の交差を見逃さなかった晴信は、素晴らしい事を思いついたというように手を叩く。

			「だ、誰がそのようなこと！」

			　当然雨宮はそれを拒否した。

			「あ、しょれはいひでふね……ほら、皆もわらしといっひょにしまひょ」

			　しかし、家臣の想いはもう凛には届かない。少女は晴信と繋がり、腰を振ったまま器用に家臣達のもとに這い近づいていくと、その下穿きを降ろして肉棒を取り出した。

			「や、やめてください姫！　正気に、正気に戻ってください！」

			　雨宮は必死になって訴える。だが、彼の肉棒も既に勃起しており、女の身体を求めていた。それにいくら止めたところで、凛の耳に言葉は届かない。

			「これが……へへ、いちゃらきまふ」

			　といって自ら部下の男根を口に含んだ。

			　舌を勃起に絡ませながら、頬を窄めて激しく吸引する。牡の味が本能を刺激する。

			「ほらほら、他の連中はいいのか？　姫様にこんな事してもらう機会なんて、もう二度とないかもしれないんだぞ」

			　凛にされるがままにされながら、晴信は仁王立ちで残りの家臣達を睨みつけた。彼らは獣のようになった主人の姿を見つめ、ゴクリと息を飲む。

			「や、やめろ！　お前達、相手は姫なんだぞ！　分かってるのか！」

			　だが、そういう雨宮自身、少女に口奉仕をされて動けないでいる。それが家臣達の最後の理性を打ち崩した。

			「すいません雨宮様。お、俺……む、昔から凛様の事が……」

			「お、俺も……」

			　彼らは立ち上がると、自ら肉棒を晒した。

			　今の凛は来るものを拒まない。それどころか待ち望んでいたかのように満面の笑みを浮かべると、自分から手を伸ばして彼らの肉棒を扱き始めた。

			　硬い勃起の感触。向けられてくる何本もの肉棒。凛は順番に舌を這わせ、舐める。手や口で奉仕してもらえず、余ってしまったものは、少女の脇の間に男根を挟んで腰を前後させた。鎧から湧き出てくる唾液が、ちょうど潤滑剤となる。

			（凄い。私……全身に男のモノが……幸せ。こんなに幸せな事があったなんて……）

			　何も知らなかった。寧むしろ自分が女である事を捨てていた。そんな自分が今考えればなんとも愚かしい。

			　だらしなく表情を緩めたまま、腰を振りつつ勃起を扱いていると、晴信の手が胴にかけられた。すると掌が輝き、胴だけが消失する。これまで隠されていた白い肌が、現れる。唾液で濡れた背中が月明かりで輝き、それほど大きくはないが形のいい胸が晒された。桜色の乳首は痛々しいほどに勃起している。腰振りに合わせて動く双丘が更に男達の目を惹きつけた。籠手と脛当、腰回りの佩楯に肩に着けられた鎧袖。残された武装が揺れて音を立てている。

			　牝としての本能を丸出しにした少女の姿に、遂に武田家臣達も我慢できなくなったのか、晴信の命令を待たずして群がってきた。全員勃起を丸出しにしている。

			「あは、すごい……みんにゃ勃起してる……」

			　近づいてくる肉棒。少女の目に映るそれらは、どんなものよりも美味しそうに見えた。

			「まったく仕方がない奴らだ」

			　家臣の姿に晴信は苦笑すると、突然動いていた凛の腰を押さえつけ、彼女の身体を持ち上げると、騎乗位姿に体位を変える。

			「さあ、挿入いれたままこちらを向くんだ」

			「ふぁ、ふぁい……」

			　敵の命令を素直に受けると、凛は一旦肉棒に対する奉仕を中止し、晴信に対して正対するように身体の向きを変えていく。

			　勃起を膣中に挿入れたままの回転行動。膝を立てた蟹股のような体勢は、どこまでも男を誘う。

			　少女の動きに合わせて締めつけられた肉棒は、徐々に向きを変えていく。亀頭が肉壁に引っかかり、肉茎が襞を擦り上げる度に凛の口はだらしなく開き、唾液が流れ落ちた。

			「はひっ……う、うごひてる……わ、わらしのにゃかで、硬いものがうごひてる……おひっ！　しぼ、絞られる！　棒、だ、男根が絞られる！」

			　快感が強過ぎて、少女の動きは遅々として進まない。あまりの動きの遅さに、見つめる牡達の我慢は限界に達していた。武田家臣と、凛の家臣。敵同士であった者達が共に立ち上がると、彼女の腕を掴み、無理矢理回転させた。

			　グジュブ、ジュブルゥゥッ！　プシュッ！　プシャァァァッ！

			「ダメッ！　ひんっ！　ひ、引っかかって、膣中で、膣中で引っかかってふ！　うあっ！　でふ、にゃんかでちゃふ！」

			　少しずつの動きで耐えてきた感覚が、一瞬で全身を襲ってくる。勃起が突き刺さった蜜壺からは大量の愛液が噴出し、小さな身体は打ち上げられた魚のように痙攣した。最早口を閉じる事はできず、半分白目を剥いている。意識もはっきりとはせず、ふわふわと宙を舞っているような気がした。

			　だが、男達は少女を休ませようとはしない。力が抜けた身体でぐったりと晴信に身体を預ける凛を引き起こし、籠手を着けたままの手で肉棒を握らせる。触れた途端、甲冑少女は無意識の内に勃起を扱き始めた。

			「駄目ではないか。俺はまだイッてないぞ」

			　晴信は笑うと、自ら腰で一突きした。

			「ほふぅっ！」

			　亀頭で子宮を叩かれる。その途端少女の口からは甘い嬌声が上がった。絶頂を迎えた直後だというのに、すぐに身体が燃え上がってくる。それに、未だ最後の一線を越える事ができない肉棒の感覚が、心を焦らした。

			「射精だしたい。射精だしたいの！」

			　うわ言のように呟きながら、佩楯を揺らしつつ腰を振り始める。

			「お、御屋形様！　もう耐えられませぬ！　わしもいきますぞ！」

			　真っ赤な具足に身を包んだ家臣の一人が、我慢も限界に達したのか凛のむっちりした白い臀部に手をかけると、割れ目を力で開く。すると薄ピンク色をした菊門が衆目の前に現れる。蜜壺から流れ出た愛液で、既に肛門は洪水でも起きたかのようになっていた。

			　そんな菊門に肉竿が添えられる。

			「そ、おふっ！　そ……こはちがふ！」

			　僅かに残った理性が、敵の行動に恐怖を覚えた。挿入いれられる器官ではなく、排出する為だけの器官。そこにモノを挿入いれられるなど、考えた事もない。

			「是非もなし！」

			　しかし、男は容赦する事なく、腰を押し進めた。

			「ぐひあっ！　んふっ！　んふぅっ！　な、なかっ！　広がって、私の肛門が広がっへ！　ほふうっ！　な、何で？　まは、まは感じる！　にほ、にほんっ！」

			　排泄器官は痛々しいまでに拡張された。腸壁を男根が削っていく。薄い肉壁を隔てただけで、二本の肉棒が少女の身体を挟み込んだ。

			　更に新しく挿入された勃起の感覚が、やはり伝わってくる。

			「驚いたか？　弾正忠の術は俺にかけられたのではなく、戦姫殿の身体にかけられたのだよ。つまり、身体の中に突き込まれれば、誰のモノでも感じてしまうというわけだ」

			　得意げな晴信の言葉。しかし、凛の耳には何も届かなかった。

			　瞳には既に正気の色はなく、二穴を犯されながら自ら腰を振り続ける。両手では籠手の中まで感じる熱を発する肉棒を扱きつつ、目の前に突き出された男根にむしゃぶりつく。

			　奉仕されない男達は、どこでもいいから凛の身体に肉棒を擦りつけ、腰を振った。頬や胸はもちろん、髪や足裏にまで肉棒を感じる。

			　自分はなんと馬鹿だったのだろう。こんな気持ちがいい事を今まで知らなかったのだ。

			　過去の馬鹿さ加減を心の中で嘆いていると、手で扱いていた肉棒が突然膨れ上がり、激しく射精を始めた。

			　ブビュッ、ブビュルゥッ！

			　とそれに合わせるように、他の者も射精を始める。吐き出された精液は少女の顔に、身体に降りかかった。口腔内にも撃ち放たれる。一瞬で口の中はいっぱいになってしまい、凛はそれを飲み干そうとしたのだが、その間もなく新たな肉棒を突き込まれ、射精される。息つく暇もない連続口内発射で、少女は溺れそうだった。口の端からはもちろん、鼻からも精液が漏れ出している。

			　チカッチカッと意識が途切れ途切れになった。ごぼごぼと咳き込み、精液を吐き出し、飲みながら、心が押し上がっていく。二穴に挿入された二本の肉棒も、挿入れられた時の倍以上に膨れ上がり、亀頭を痙攣させ、限界を告げた。

			「ふあっ、わ、わらしもほっ！」

			「よし！　いいだろう、イクぞ！」

			　それは唐突に訪れた。

			　自分自身で突き込んだ肉棒が一回りも二回りも膨張する。同時に膣壁が収縮し、勃起を締めつけた。腸壁も同じく引き締まる。

			　締めつける感覚と、締めつけられる感覚。二つの感覚を共有した瞬間──。

			「ひぐっ！　ほごぅっ！　わ、わわわ、わらっし、ひぐっ！　ほおっ、ほおぉおおっ！」

			　プシュッ！　ブジャッ！　ドッビャァアァァッ！　ドブッ、ビュブルブ！　ドビュビュゥゥッ！

			　蓋をされていた亀頭部が開き、濁流のように精液を噴射した。挿入された時いきなり放たれたものとは比べ物にならない。

			　初めての同時絶頂に、凛の蜜壺は潮を吹き、更に尿道が緩まった為に失禁していた。

			「ひぐっ！　わは、わひ……ひぐうっ！」

			　一度絶頂に達しても、それだけでは終わらない。

			　何度も何度も快楽の波が凛の身体に寄せては返していった。

			　身体を痙攣させ続ける少女から、二本の男根が引き抜かれる。するとまるで尿のように、精液が流れ出た。地面に精液の池ができる。

			「いっぱひ、いっぱひの子種……はあはあ、もっともっとほしひ……」

			　脱力し、精液溜まりの中に倒れながらも、少女は次の快楽を求め、腰を振り続けた。

			　そこに戦姫の面影はない。

			


			　そんな狂乱の宴は翌朝まで続いた。凛はその間宴の中心に居続け、全身は白濁に染まっていた。乾いた精液で髪はパリパリに固まり、籠手や脛当、佩楯に鎧袖も元の色が分からないほど白く染まっている。開ききった蜜壺は、閉じる事がないくらいに締りがなくなっていた。

			「うにゃへへへへ……」

			　そんな状況でも凛は笑みを浮かべ、ヒクヒクと身体を痙攣させていた。

			「よし、それでは城に入るか」

			　変化が起きたのは、そんな少女の残骸を見ながら、晴信が全軍に指示を下そうとした時である。

			　突然無数の矢が武田の本陣を襲い、あちこちで火の手が上がった。

			「村上勢の奇襲だと！　クソッ！　図られたか！」

			　現れた軍勢は、完全に油断していた武田軍を次々と粉砕していく。

			　この奇襲戦において、武田勢は千二百名あまりの犠牲者を出し、横田高松よこたたかとし、小山田信有おやまだのぶありといった武田家きっての将まで失う事となった。晴信自身も影武者を犠牲にするほどの窮地に陥り、命辛々甲斐へと逃げ帰っている。

			　まさに凛が立てた作戦通りに事は進んだのである。

			「よくやった葉山！　御主のお陰だ」

			　戦が終わった後、村上義清は自ら甲冑少女の功績を労った。

			　これに対して凛は次のように答えたという。

			「ありがとうございまふ……あ、あの……褒美は殿の子種でいいでふか？」
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